
 
 
 

～１１／21(土)・22(日)大学祭 「緑栄祭」開催！～ 
 

毎年、短大の授業の一環とし

て巨大すべり台を作ります。子

ども達は大よろこび!!大人気

です！他にも特別支援学校や

施設の皆さんによる作業製品

展示即売会もあります！ 

サークルによる出店や展示、

コンサート、ダンスパフォーマ

ンスや模擬店など。職員が販売

するやき鳥は大好評で毎年売

り切れ必須です!! 

植草学園大学・短期大学なら

ではの企画をたくさん用意し

て、みなさんのお越しをお待ち

しています！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ボランティア報告～ 
児童障害福祉専攻 1 年 土屋由美 

 

 夏休みに国立下志津病院にキ

ンジストロフィーという筋肉が

衰えていってしまう病気の方々

との「花火見学会」のボランティ

アに参加しました。今回で 2 回

目のボランティア参加でしたが、

患者さんたちは私より年上の方が多かったので、はじめはど

のように接して良いのかわからないことばかりでした。しか

し、花火を見たり、太鼓の演奏を聞いたりしていくうちに、

患者さんの笑顔を見ることができ、少しうちとけられた気が

しました。 

キンジストロフィーの方たちは、自分で動くことができ

ず、車椅子での移動や呼吸器をつけていたりして、とてもつ

らそうだと思いました。 

 今回ボランティアに参加して、とても良い体験ができまし

た。今後も月 1 回ボランティアに参加し、経験を積んでい

きたいと思います。 

 

 

～第 21 回読書感想画中央コンクール～ 
  

読書感想画中央コンクールは、読書の

感動を絵画で表現することにより、児童

生徒の読書力を養い、読書活動を振興す

ることを目的に、全国学校図書館協議会

と毎日新聞社の主催で実施しているも

のです。本学の発達教育学部 森高光広

准教授は、20 年間に渡り小・中学校で

読書感想画の実践や審査をされてきま

した。全国の小・中・高等学校に配布さ

れた（社）全国学校図書館協議会発行の

「としょかん通信」および「図書館通信」

の 10 月号において、「子どもの読書や表

現につきあう姿勢が大切です。発達段階に応じて対象図書が違う

ように、子どもの制作状況や表現が違います。それを踏まえて、

絵のできあがりの上手下手だけでなく、子どもが自分で頑張って

描き上げたという達成感を読書感想画の制作で是非味わわせて欲

しいものです｡」と読書感想画の意義を語り、先生方に呼びかけて

います。 

読書の秋です。高校生のみなさんもぜひ読書で得た「感動」を

絵画で表現してみませんか！詳細は下記の 

ホームページでご確認ください。 

http://dokusyokansoubun.jp/kansouga/ 

http://www.j-sla.or.jp/contest/readin  
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～新たな「一歩を」～ 

             緑栄祭実行委員長 

発達教育学部 2 年 西川嘉人 

 

 11 月 21 日・22 日に緑栄祭が行われます。今年のテーマ

は「緑に一歩踏み出そう」です。このテーマの「緑」とは、

植草学園の周りにあるたくさんの自然、いろいろなところで

意識されているエコの精神などのことです。「一歩」とは今年

の緑栄祭が、開学 2 年目の大学の学生が主体となって行う初

めての緑栄祭なので、このテーマに 

決まりました。 

 今年もたくさんのイベントや模擬 

店を準備しています。植草学園に少 

しでも興味のある方、またお時間の 

ある方はぜひ参加してください!! 

入試情報！ 
すでにＡＯ入試 1 期が終わり、2 期の願書受付も 7 日

に締め切りました。ＡＯ入試全体として、昨年度より志

願者増加傾向です！ 17 日にＡＯ入試 2 期を受験される

みなさんのご健闘をお祈りします。 

 

推薦入試 願書受付始まります 
◆推薦入試（指定校制・公募制） 

 出願期間：10/13～10/21 

試 験 日：11/1 

 

季節の変わり目のこの時期は 

体調を崩しやすいので、十分 

に体調管理して、試験に臨ん 

でください！ 

 

小学 2年男子の作品 

「ぼくは王さま」 


